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◆ 原 著 

1)  Qin H, Wei G, Sakamaki I, Dong Z, Cheng WA, Smith DL, Wen F, Sun H, Kim K, Cha S, Bover L, Neelapu SS, Kwak LW. 

Novel BAFF-Receptor Antibody to Natively Folded Recombinant Protein Eliminates Drug-Resistant Human B-cell 

Malignancies In Vivo. Clin Cancer Res. 2018 Mar 1;24(5):1114-23. 

2)  Kasai H, Tsuji Y, Hiraki Y, Tsuruyama M, To H, Yamamoto Y. Population pharmacokinetics of teicoplanin in hospitalized elderly 

patients using cystatin C as an indicator of renal function. J Infect Chemother. 2018 Apr;24(4):284-91. 

3)  Hirayama T, Miyazaki T, Yamagishi Y, Mikamo H, Ueda T, Nakajima K, Takesue Y, Higashi Y, Yamamoto Y, Kimura M, Araoka 

H, Taniguchi S, Fukuda Y, Matsuo Y, Furutani A, Yamashita K, Takazono T, Saijo T, Shimamura S, Yamamoto K, Imamura Y, 

Izumikawa K, Yanagihara K, Kohno S, Mukae H. Clinical and Microbiological Characteristics of Candida guilliermondii and 

Candida fermentati. Antimicrob Agents Chemother. 2018 May 25;62(6). pii: e02528-17. doi: 10.1128/AAC.02528-17. Print 2018 

Jun. 

 

◆ 症例報告 

1)  Higashi Y*, Nakamura S, Tsuji Y, Ogami C, Matsumoto K, Kawago K, Tokui K, Hayashi R, Sakamaki I, Yamamoto Y. A Case 

of Daptomycin-induced Eosinophilic Pneumonia and a Review of the Published Literature. Intern Med. 2018 Jan 15;57(2):253-

8. 

2)  Higashi Y*, Nakamura S, Kidani K, Matsumoto K, Kawago K, Isobe J, Kanatani J, Kawagishi Y, Sakamaki I, Yamamoto Y. 

Mycobacterium bovis-induced Aneurysm after Intravesical Bacillus Calmette-Guérin Therapy: A Case Study and Literature 

Review. Intern Med. 2018 Feb 1;57(3):429-35. 

3)  河合暦美，上野亨敏，川筋仁史，宮嶋友希，松本かおる，東 祥嗣，鳴河宗聡，酒巻一平，山本善裕．ART 開始後

早期に侵襲性肺アスペルギルス症を発症した AIDS の 1 例．感染症学雑誌，2018 Jul 20；92(4)：556-60. 

 

◆ 総 説 

1)  川筋仁史*，山本善裕．適正抗菌薬療法最新マニュアル カルバペネム系薬．Modern Physician 2018 Mar；38(3)：284-

7. 

2)  山本善裕，村上啓雄，八木哲也．国公立大学附属病院感染対策協議会-第19回総会の概要と注目トピック-．INFECTION 

CONTROL 2018 Apr；27(4)：396-9. 

3)  東 祥嗣*，山本善裕．院内結核感染対策の基本．Current Therapy  2018 Aug；36(8)：758-63. 

4)  酒巻一平，山本善裕．抗 MRSA 薬の使い方：LZD．MB Orthop 2018 Oct；31(10)：155-61. 

5)  山本善裕．Editorial 薬剤耐性対策に向けて．日内会誌 2018 Nov；107(11)：2227-9 

 

◆ 学会報告 

1)  宮嶋友希*，川村隆之，木谷健人，上野亨敏，川筋仁史，松本かおる，河合暦美，東 祥嗣，酒巻一平，山本善裕．

富山県における Antfungal stewardship の取り組み．日本医真菌学会東海・北陸支部 第 3 回深在性真菌症部会；2018 

Jan 27；名古屋． 

2)  兼田磨煕杜**，辻 泰弘，上野亨敏，川筋仁史，宮嶋友希，松本かおる，河合暦美，東 祥嗣，酒巻一平，山本善

裕．12 歳未満の小児におけるリネゾリドに対する TDM の検討．第 72 回富山県医学会；2018 Jan 28；富山． 

3)  関口敬文，森田未香，坂本純子，野手良剛，山本善裕．胸水培養を契機に診断されたレジオネラ症の 1 例．第 29 回

日本臨床微生物学会総会・学術集会；2018 Feb 9-11；岐阜． 

4)  川筋仁史*，酒巻一平，上野亨敏，宮嶋友希，青木雅子，東 祥嗣，河合暦美，山本善裕．107 名に及ぶ発症者を認

めた学生間インフルエンザアウトブレイク．第 33 回日本環境感染学会総会・学術集会；2018 Feb 23-24；東京． 

5)  今上修一，藤原久美子，山口百々穂，酒巻一平，竹林育代，青木雅子，山本善裕．歯科口腔外科外来における感染対

策の取り組みと今後の課題．第 42 回富山県感染対策研究会；2018 Mar 24；富山． 

6)  細野美幸，飯尾志帆，高野雄介，高橋慎太郎，脇田真之，船本哲生，加藤貴子，窪田佳代子，杉田真理子，守内 匡，

辻 泰弘，山本善裕．富山県下 26 施設における抗菌薬使用量と耐性菌分離率に関する地域共同サーベイランス．第

42 回富山県感染対策研究会；2018 Mar 24；富山． 

7)  高野雄介，木元浩和，丸山裕美子，辻 宏和．米田真喜子，能登明子，山本善裕．当院における抗菌薬適正使用に関
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する取り組み．第 42 回富山県感染対策研究会；2018 Mar 24；富山． 

8)  岡澤成祐，勢藤善太，平井孝弘，木戸敏樹，田中宏明，下川一生，徳井宏太郎，高 千紘，神原健太，猪又峰彦，今

西信悟，山田 徹，林 龍二，松井祥子，山本善裕，戸邊一之．疑似電子カルテを用いた咳嗽初診ロールプレイの行

動解析．第 58 回日本呼吸器学会学術講演会；2018 Apr 27-29；大阪． 

9)  久田晴美，大西由美，二口直子，門田卓美，野村信彦，満山順一，浅野裕子，岩崎博道，大野智子，澤村治樹，柴田

尚宏，末松寛之，松川洋子，松原茂規，山岡一清，山本善裕、山岸由佳，三鴨廣繁．2016 年に中部地方の医療機関

で分離されたセフェム耐性腸内細菌科細菌の薬剤感受性．第 92 回日本感染症学会総会・学術講演会 第 66 回日本化

学療法学会学術集会 合同学会；2018 May 31-Jun 2；岡山． 

10)  賀来敬仁，赤松紀彦，松田淳一，小佐井康介，大曲貴夫，泉川公一，山本善裕，三鴨廣繁，賀来満夫，大石和徳，栁

原克紀．医療機関における薬剤耐性菌の現状．第 92 回日本感染症学会総会・学術講演会 第 66 回日本化学療法学会

学術集会 合同学会；2018 May 31-Jun 2；岡山． 

11)  宮嶋友希*，川村隆之，木谷健人，上野亨敏，川筋仁史，松本かおる，河合暦美，東 祥嗣，酒巻一平，山本善裕．

富山県における Antfungal stewardship の取り組み．第 92 回日本感染症学会総会・学術講演会 第 66 回日本化学療法

学会学術集会 合同学会；2018 May 31-Jun 2；岡山． 

12)  酒巻一平，川村隆之，木谷健人，上野亨敏，川筋仁史，宮嶋友希，河合暦美，東 祥嗣，酒巻一平，山本善裕．新規

抗 MRSA 薬 TDM 支援ソフトの開発および有用性の検討．第 92 回日本感染症学会総会・学術講演会 第 66 回日本化

学療法学会学術集会 合同学会；2018 May 31-Jun 2；岡山． 

13)  仁井見英樹，東 祥嗣，山本善裕．菌数を敗血症の新規マーカーとする起炎菌迅速同定・定量検査法．第 92 回日本

感染症学会総会・学術講演会 第 66 回日本化学療法学会学術集会 合同学会；2018 May 31-Jun 2；岡山． 

14)  仁井見英樹，山本善裕．敗血症起炎菌の新たな ATP 測定技術を基盤とした，迅速な薬剤感受性試験法の開発．第 92

回日本感染症学会総会・学術講演会 第 66 回日本化学療法学会学術集会 合同学会；2018 May 31-Jun 2；岡山． 

15)  川筋仁史*，川村隆之，木谷健人，上野亨敏，宮嶋友希，松本かおる，河合暦美，東 祥嗣，酒巻一平，山本善裕．

菌血症症例における Active Consultation の有用性の検討．第 92 回日本感染症学会総会・学術講演会 第 66 回日本化

学療法学会学術集会 合同学会；2018 May 31-Jun 2；岡山． 

16)  山本善裕．シンポジウム「低蔓延時代の結核院内感染対策」結核病棟を持たない大学病院での結核教育と感染対策．

第 93 回日本結核病学会総会；2018 Jun 23-24；大阪． 

17)  酒巻一平，川村隆之，木谷健人，上野亨敏，川筋仁史，宮嶋友希，松本かおる, 河合暦美, 東 祥嗣, 山本善裕．

抗 MRSA 薬 TDM 支援ソフト Mr. TDM の開発および有用性の検討．MRSA フォーラム 2018；2018 Jul 7；東京． 

18)  森田未香，杉江和茂，関口敬文，坂本純子，上野智浩，北島 勲，川筋仁史，酒巻一平，山本善裕．気管内吸引物の

グラム染色所見から抗酸菌を疑い、新生児先天性結核と診断された 1 症例．第 43 回北陸臨床病理集談会；2018 Sep 

1；富山． 

19)  仁井見英樹，東 祥嗣，宮腰晃央，上野智浩，齋藤 滋，山本善裕，北島 勲．菌数を敗血症の新規マーカーとする

起炎菌迅速同定・定量検査法．第 43 回北陸臨床病理集談会；2018 Sep 1；富山． 

20)  堀 光, 川筋仁史，川村隆之，木谷健人，上野亨敏，宮嶋友希，河合暦美，酒巻一平，仁井見英樹，山本善裕．本邦

で初めて臨床検体より分離同定された Mycobacterium virginiense による右中指屈筋腱鞘滑膜炎の 1 例．第 236 回日本

内科学会北陸地方会；2018 Sep 30；富山． 

21)  堀 光, 川筋仁史，川村隆之，木谷健人，上野亨敏，宮嶋友希，松本かおる，河合暦美，東 祥嗣，酒巻一平，山本

善裕．児の先天性結核発症を契機に母体粟粒結核が判明した母子結核感染の 1 例．第 61 回日本感染症学会中日本地

方会学術集会；2018 Nov 16-18；鹿児島． 

22)  川村繭子，川筋仁史，川村隆之，木谷健人，上野亨敏，宮嶋友希，松本かおる，河合暦美，東 祥嗣，酒巻一平，山

本善裕．本邦で初めて臨床検体より分離同定された Mycobacterium virginiense による右中指屈筋腱鞘滑膜炎の 1 例．

第 61 回日本感染症学会中日本地方会学術集会；2018 Nov 16-18；鹿児島． 

23)  仁井見英樹，山本善裕．敗血症起炎菌の新たな ATP 測定技術を基盤とした，迅速な薬剤感受性試験法の開発．第 61

回日本感染症学会中日本地方会学術集会；2018 Nov 16-18；鹿児島． 

24)  仁井見英樹，東 祥嗣，山本善裕．菌数を敗血症の新規マーカーとする起炎菌迅速同定・定量検査法．第 61 回日本

感染症学会中日本地方会学術集会；2018 Nov 16-18；鹿児島． 

25)  川村隆之，酒巻一平，賀来敬仁，泉川公一，大曲貴夫，三鴨廣繁，賀来満夫，大石和徳，栁原克紀，山本善裕．全国

5 医療機関における抗菌薬使用実態調査および耐性菌検出状況に関する検討．第 61 回日本感染症学会中日本地方会

学術集会；2018 Nov 16-18；鹿児島． 



26)  酒巻一平．教育講演 発熱性好中球減少症とカテーテル関連血流感染．第 61 回日本感染症学会中日本地方会学術集

会；2018 Nov 16-18；鹿児島． 

27)  尾上知佳，辻 泰弘，山本善裕．リネゾリドの治療薬物モニタリング実施を支援する投与設計およびノモグラムの

開発．第 66 回日本化学療法学会西日本支部総会；2018 Nov 16-18；鹿児島． 


